
中
心
市
街
地
の
商
店
街
が
生
ま
れ
変
わ
っ
た

　

本
年
３
月
28
日
の
日
曜
日
、
福
島
県
会
津
若
松
市

の
中
心
市
街
地
一
帯
（
神
明
通
り
、
大
町
四
ツ
角
商

店
街
、
野
口
英
世
青
春
通
り
、
中
央
通
り
な
ど
）
で

計
16
軒
の
シ
ョ
ッ
プ
が
一
斉
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

し
た（
街
な
か
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
）。

　

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
各
店
舗
の
業
態
は
、
飲

食
店
３
軒
、
精
肉
・
総
菜
店
１
軒
、
鮮
魚
・
青
果
店

１
軒
、
服
飾
店
６
軒
、
化
粧
品
・
宝
飾
店
２
軒
、
靴

店
１
軒
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
１
軒
、
営
業
所
１
軒

と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
シ
ョ
ッ
プ
は
新
規
出
店
な
が
ら
、
い
ず

れ
も
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
オ
ー
プ
ン
に
際
し
て
は
、
間
口
の
３
分
の

２
以
上
を
開
口
部
と
し
、
旧
店
舗
に
あ
っ
た
店
舗

シ
ャ
ッ
タ
ー
は
原
則
的
に
廃
止
。
代
わ
り
に
ス
ポ
ッ

ト
照
明
付
き
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
を
設
置
し
、
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ー
内
は
夜
間
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
。
外

観
の
色
彩
も
上
品
な
淡
い
パ
ス
テ
ル
調
の
景
観
基
準

色
を
採
用
す
る
な
ど
、
各
店
舗
は
統
一
さ
れ
た
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
に
改
修
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
外
観
整
備
の
結
果
、
外
側
か
ら
も
多
様

な
商
品
情
報
・
生
活
情
報
が
視
覚
的
に
得
ら
れ
る
こ

と
で
消
費
意
欲
が
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
誰
も
が「
歩
い
て
楽
し
い
」と
思
え
る
通
り

の
実
現
を
目
指
し
た
。

　

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
に
ス
ポ
ッ
ト
照
明
を
使
う
こ

と
で
、
夜
間
に
店
舗
前
の
舗
道
が
明
る
く
照
ら
し
出

さ
れ
る
効
果
を
も
狙
っ
た
。

　

さ
ら
に
各
商
店
街
で
現
に
営
業
し
て
い
る
既
存
店

舗
の
う
ち
17
店
舗
も
、
今
回
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

し
た
16
店
舗
と
同
様
の
統
一
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

に
よ
る
外
観
改
修
を
行
い
、
3
月
28
日
ま
で
の
約
１

カ
月
の
間
に
断
続
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を

行
っ
て
き
た（
フ
ァ
サ
ー
ド
事
業
）。

　

つ
ま
り
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
会
津
若
松
市
の
中
心

市
街
地
の
商
店
街
に
は
、
計
33
店
舗
も
の
統
一
さ

れ
た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

に
よ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
態
の

シ
ョ
ッ
プ
が
誕
生
し
た
こ
と
に

な
る
。

　

こ
の
画
期
的
な
日
を
記
念
し
て
、
街
な
か
テ
ナ

ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
・
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
３
月
28
日

当
日
に
は「
あ
い
づ
手
づ
く
り
市
」（
各
種
ハ
ン
ド
ク
ラ

フ
ト
の
販
売
と
体
験
イ
ベ
ン
ト
）も
中
心
市
街
地
の
各

商
店
街
、
寺
院
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
。
市
内
外
か
ら

訪
れ
た
大
勢
の
人
々
が
商
店
街
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
を

中
心
に
、
街
な
か
を
楽
し
げ
に
、
ゆ
っ
く
り
回
遊
す

る
姿
が
終
日
に
わ
た
っ
て
見
受
け
ら
れ
た
。

　

実
際
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
の
界
隈
を
歩
い
て
み

る
と
よ
く
分
か
る
の
だ
が
、
も
と
も
と
大
正
・
昭
和

初
期
の
建
築
物
な
ど
が
並
ぶ
、
落
ち
着
い
た
た
た
ず

ま
い
の
中
心
市
街
地
に
、
こ
れ
ら
の
夜
も
明
る
い
モ

ダ
ン
な
新
店
舗
群
が
要
所
々
々
に
挟
ま
っ
た
り
並
ん

だ
り
し
て
い
る
光
景
は
、
新
旧
が
交
じ
り
合
っ
た
、

新
鮮
な
印
象
を
与
え
る
。

　

長
期
に
わ
た
っ
て
空
洞
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た

会
津
若
松
市
の
中
心
市
街
地
が
、
一
つ
の
共
通
し
た

方
向
性
を
持
ち
、
確
実
に
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
る

こ
と
が
強
く
印
象
付
け
ら
れ
る
の
だ
。

　
「
こ
れ
ら
の
事
業
の
実
施
に
際
し
ま
し
て
は
、
平
成

21
年
７
月
に
交
付
さ
れ
た
国
の
地
域
活
性
化
・
経
済

危
機
対
策
臨
時
交
付
金
の
一
部
と
、
同
じ
く
８
月
に

施
行
さ
れ
た
地
域
商
店
街
活
性
化
法
の
中
小
商
業
活

性
化
支
援
補
助
金
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
る
一
定
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
に
商
業
集
積
を
図

る
、
い
わ
ゆ
る
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
位
置
付
け
ら
れ
る
手
法
で
す
が
、
16
店
舗
の

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
（
街
な
か
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス

事
業
）と
17
店
舗
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン（
フ
ァ

サ
ー
ド
事
業
）
に
よ
る
今
回
の
本
市
の
事
例
に
は
、

従
来
の
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
手
法
の
枠
を
超
え
た

さ
ま
ざ
ま
な
創
意
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
菅
家
一
郎
会
津
若
松
市
長
で
あ
る
。

　

今
回
の
街
な
か
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
と
そ
の

関
連
事
業
は
会
津
若
松
市
「
戦
略
的
中
心
市
街
地
賑

わ
い
再
生
事
業
」
の
一
環
だ
が
、
同
再
生
事
業
を
け

ん
引
す
る
会
津
若
松
市
地
域
活
力
再
生
本
部
の
本
部

長
に
は
菅
家
市
長
が
自
ら
就
任
し
、
陣
頭
指
揮
を

執
っ
て
い
る
。

　

そ
の
大
き
な
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
ま
ず
は
街
な

か
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
が
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
紆う

よ余
曲
折
が
あ
っ
た
。

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る 

戦
略
的
仕
掛
け

　

昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
顕
在
化
し
始
め
た
交
通
体

系
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
ご
承
知
の
よ
う
に
全
国
各

地
の
都
市
が
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
店
舗
の
廃
業
、

移
転
、
撤
退
な
ど
で
生
じ
る
空
き
店
舗（
シ
ャ
ッ
タ
ー

通
り
化
）対
策
に
こ
れ
ま
で
苦
慮
し
て
き
た
。

　

会
津
若
松
市
も
事
情
は
同
じ
だ
っ
た
。
そ
こ
で
そ

の
現
状
を
克
服
す
べ
く
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
が

施
行
さ
れ
た
平
成
10
年
、
市
・
商
工
会
議
所
・
商
工

関
係
者
の
出
資
で
全
国
初
の
Ｔ
Ｍ
Ｏ
と
な
る（
株
）ま

ち
づ
く
り
会
津
を
早
速
設
立
し
た
。

　

さ
ら
に
翌
平
成
11
年
に
は
「
会
津
若
松
市
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
を
策
定
。
以
後
、
同
基
本

計
画
に
基
づ
く
各
種
事
業
を
、
ま
ち
づ
く
り
会
津
や

市
民
と
の
協
働
で
精
力
的
に
実
施
し
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
中
心
市
街
地
の
代
表
的
な
商
店
街
の
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う
ち
七
日
町
通
り
、
野
口
英
世
青
春
通
り
（
こ
の
名

称
も
野
口
英
世
が
学
生
時
代
の
一
時
期
を
過
ご
し

た
地
区
と
い
う
こ
と
に
ち
な
み
、
活
性
化
の
一
環
と

し
て
新
た
に
公
募
命
名
し
た
）
の
街
並
み
を
、「
大
正

浪
漫
調
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
整
備
・
修
景
。

イ
メ
ー
ジ
を
従
来
か
ら
一
新
し
た
こ
の
事
業
は
、
初

期
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
成
功
事
例
と
し
て
大
き
な

話
題
を
呼
ぶ
と
と
も
に
、
観
光
客
を
交
え
た
交
流
人

口
の
拡
大
に
も
成
功
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

だ
が
平
成
20
年
末
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を

発
し
た
１
０
０
年
に
１
度
と
も
さ
れ
る
世
界
同
時
不

況
の
影
響
は
、
各
方
面
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。
特
に
庶
民
の
購
買
力
が
業
績
を
左
右
す
る
中

心
市
街
地
の
商
店
街
に
お
い
て
は
、
廉
価
品
か
ら
高

級
品
に
至
る
ま
で
の
幅
広
い
品
ぞ
ろ
え
が
業
態
的
に

常
に
求
め
ら
れ
、
臨
機
応
変
な
対
応
や
抜
本
的
体
質

改
善
を
行
う
の
が
難
し
い
百
貨
店
な
ど
の
大
規
模
小

売
店
舗
が
全
国
的
に
苦
戦
し
て
い
る
こ
と
は
、
既
に

周
知
の
通
り
だ
。

　

会
津
若
松
市
の
中
心
市
街
地
で
も
、
平
成
21
年
・

22
年
に
相
次
い
で
大
型
小
売
店
舗
２
軒
が
撤
退
し

た
。
そ
の
た
め
に
、
当
該
の
大
型
小
売
店
舗
２
軒
を

核
に
立
案
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
き
た
「
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
」
に
基
づ
く
地
域
活
性
化
事
業
は

方
向
性
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

会
津
若
松
市
に
お
け
る
今
回
の
街
な
か
テ
ナ
ン
ト

ミ
ッ
ク
ス
事
業
は
、
そ
う
し
た
長
年
に
わ
た
る
紆う

よ余

曲
折
を
受
け
、
ま
さ
に
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え

る
た
め
の
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
戦
略
的
な
仕
掛
け

だ
っ
た
。

　
「
今
回
の
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
の
特
徴
を
端

的
に
い
え
ば
、
平
成
22
年
２
月
に
中
心
市
街
地
か
ら

撤
退
し
た
大
型
小
売
店
舗
に
入
店
し
て
い
た
テ
ナ
ン

ト
を
街
な
か
の
空
き
店
舗
に
誘
致
し
た
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
こ
と
で
実
質
的
に
、
大
型
小
売
店
舗
撤

退
の
衝
撃
を
和
ら
げ
、
売
上
額
の
市
外
流
出
を
最
小

限
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
長
年
に
わ
た
る
悩
み
の
種
だ
っ
た
空
き
店

舗
が
、
百
貨
店
に
テ
ナ
ン
ト
展
開
で
き
る
だ
け
の
全

国
区
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力
を
持
つ
シ
ョ
ッ
プ
で
埋
ま
る

と
い
う
、
二
重
三
重
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
的
な
仕
掛
け
を

施
し
た
と
こ
ろ
に
も
特
徴
が
あ
り
ま
す
」（
菅
家
市
長
）

　

冒
頭
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
ご
紹
介
し
た
16
軒

の
シ
ョ
ッ
プ
の
う
ち
13
軒
が
、
平
成
21
年
に
撤
退
し

た
大
型
小
売
店
舗
・
中
合
会
津
店
に
入
店
し
て
い
た

テ
ナ
ン
ト
だ
っ
た
。
い
わ
ば
百
貨
店
ビ
ル
の
各
階
に

こ
れ
ま
で
並
ん
で
い
た
テ
ナ
ン
ト
が
、
中
心
市
街
地

の
商
店
街（
し
か
も
空
き
店
舗
に
）へ
と
、
面
的
に
展

開
し
直
し
た
と
も
い
え
る
。

　

同
時
に
商
店
街
の
既
存
店
舗
が
そ
れ
ら
全
国
区
的

な
ブ
ラ
ン
ド
力
を
持
つ
シ
ョ
ッ
プ
と
同
様
の
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
セ
プ
ト
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
百
貨
店
テ
ナ
ン
ト
の
よ
う
な
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を

持
つ
シ
ョ
ッ
プ
群
と
、
百
貨
店
テ
ナ
ン
ト
の
よ
う
な

モ
ダ
ン
さ
を
持
ち
な
が
ら
も
接
客
や
価
格
は
庶
民
的

な
シ
ョ
ッ
プ
群
が
、
混
在
し
な
が
ら
広
が
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
違
う
活
気
と
清

新
な
イ
メ
ー
ジ
を
各
商
店
街
に
付
加
し
た
こ
と
に
も

な
る
。

　

空
洞
化
の
進
む
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
再
開
発

は
、
全
国
各
都
市
の
共
通
し
た
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ

る
。
し
か
し
、
地
域
性
の
違
い
は
あ
る
に
し
て
も
、

そ
の
決
定
的
な
打
開
策
は
現
在
も
現
れ
て
い
な
い
と

い
う
の
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
だ
け
に
会
津
若
松
市
の
街
な
か
テ
ナ
ン
ト

ミ
ッ
ク
ス
事
業
お
よ
び
そ
の
関
連
事
業
に
お
け
る
「
戦

略
的
な
仕
掛
け
」
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

の
推
移
を
慎
重
に
見
守
る
必
要
は
あ
る
も
の
の
、
手

法
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
と
大
胆
な
発
想
の
転
換
に
お
い
て
、

今
後
、
全
国
各
都
市
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
を
予
感

さ
せ
る
に
十
分
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
感
じ
ら
れ
た
。

広
域
圏
と
共
に
常
に
歩
む 

中
核
都
市
と
し
て
の
誇
り

　

会
津
若
松
市
が
実
施
す
る
戦
略
的
な
に
ぎ
わ
い

再
生
、
活
力
再
生
の
た
め
の
大
胆
な
仕
掛
け
は
、

そ
の
ほ
か
に
も
多
角
的
に
進
行
中
で
あ
る
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は

「
会
津
ブ
ラ

ン
ド
を
い
か

し
た
ま
ち
づ

く
り
」だ
。

　

福
島
県
は

太
平
洋
岸
に

面
し
た
「
浜

通
り
地
方
」、

県
央
部
の
阿

武
隈
山
脈
の

ふ
も
と
を
中
心
と
す
る
「
中
通
り
地
方
」、
さ
ら
に

磐
梯
山
や
猪
苗
代
湖
か
ら
西
側
の
盆
地
に
位
置
す

る「
会
津
地
方
」に
大
き
く
分
か
れ
る
。

　

会
津
若
松
市
は
言
う
ま
で
も
な
く
会
津
地
方
の
中

核
都
市
だ
が
、
会
津
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
名
称
の
「
会

津
」
に
は
「
会
津
若
松
市
」
を
指
す
狭
義
の
意
味
と

「
会
津
地
方
全
域
」を
指
す
広
義
の
意
味
が
あ
る
。
一

個
の
都
市（
城
下
町
）と
し
て
の
独
立
し
た
歴
史
風
土

に
裏
打
ち
さ
れ
た
特
性
と
と
も
に
、
か
つ
て
会
津
藩

の
中
心
地
だ
っ
た
歴
史
を
基
盤
と
す
る
会
津
地
方
全

域
の
中
心
地
と
い
う
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
、
会
津

若
松
市
に
は
常
に
両
立
し
て
あ
る
の
だ
。

　

例
え
ば
前
項
で
紹
介
し
た
会
津
若
松
市
の
中
心

市
街
地
活
性
化
の
成
否
は
、
会
津
若
松
市
の
に
ぎ

わ
い
の
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
会
津
地
方
全
域

の
経
済
活
性
化
に
も
結
び
付
く
大
き
な
意
味
合
い

が
あ
る
。

　
「
会
津
地
方
の
17
市
町
村
は
歴
史
風
土
の
き
ず
な

で
結
ば
れ
た
、
あ
る
意
味
で
は
運
命
共
同
体
と
も

い
え
ま
す
。
本
市
が
平
成
16
年
の
北
会
津
村
と
の

合
併
、
翌
平
成
17
年
の
河
東
町
と
の
合
併
を
果
た

し
た
際
に
そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
た
『
新
市
建
設
計
画
』

の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、『
会
津
ブ
ラ
ン
ド
を
い
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
』で
し
た
。

　

そ
の
際
に
定
義
し
た
会
津
ブ
ラ
ン
ド
の
意
味
は

『
会
津
な
ら
で
は
の
誇
れ
る
も
の
』で
あ
り『
他
地
域

に
通
用
す
る
も
の
』、
す
な
わ
ち
い
ろ
い
ろ
な
意
味

で
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
さ
と
深
さ
で
す
。

　

こ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
さ
と
深
さ
を
常
に
目

指
す
姿
勢
を
芯
に
し
て
、
魅
力
的
か
つ
活
力
に
満

ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、
付
加
価
値
の
高
い
地

域
資
源
の
創
造
を
図
る
。
そ
の
原
動
力
は
強
固
な

財
政
基
盤
の
確
立
と
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
に
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の
視
野
を
常
に
会
津
地

方
全
域
に
置
き
、
会
津
地
方
の
中
心
的
な
役
割
を

担
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
、
中
核
都
市
と
し
て
の

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
さ
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
れ

が
本
市
に
お
け
る
す
べ
て
の
地
域
活
性
化
事
業
に 野口英世が青春時代を過ごしたことにちなむ野口英世青春通りは観光客の人気が高い

会津伝統工芸品の一つ「会津絵ろうそく」が雪景色に揺ら
めく会津絵ろうそくまつり（2月上旬）

大正浪漫調のデザインで統一された七日町通り商店街さまざまなタイプがそろう市内回遊バス

江戸時代に会津を領有した松平家代々の墓が集まる院内
御廟は新たな観光資源としても期待される
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（福島県）

共
通
す
る
大
き
な
特
徴
と
い
え
ま
す
」（
菅
家
市
長
）

　

会
津
若
松
市
を
中
心
と
す
る
会
津
地
方
で
は
、

平
成
18
年
度
か
ら
「
極
上
の
会
津
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
い
う
名
称
の
下
、
広
域
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
っ
て
お
り
、
福
島
県
内
で
も
屈
指
の
人
気
観
光

コ
ー
ス
を
形
成
し
て
き
た
が
、
平
成
21
年
に
放
映

さ
れ
人
気
を
博
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
天
地

人
』
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
会
津
地
方
が
さ
ら
に
脚

光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
と
機
を
同
じ
く
し
て
、
大
河
ド
ラ
マ

『
天
地
人
』で
描
か
れ
た
上
杉
家
が
か
つ
て
支
配
し
た

地
と
い
う
共
通
項
を
持
つ
米
沢
市
と
の
連
携（
会
津
・

米
沢
地
域
観
光
圏
整
備
促
進
事
業
）
に
も
注
力
し
て

い
る
ほ
か
、
城
下
町
・
会
津
若
松
を
単
独
で
全
国
発

信
・
海
外
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
す
る
「
Ｓ
Ａ
Ｍ

Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ　

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ（
以
下
、
サ
ム
ラ
イ
シ
テ
ィ
）

会
津
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
実
施
中
だ
。

　

こ
れ
ら
の
多
角
的
な
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
共
通
す
る
目
玉
は
、
数
百
年
間
に
わ
た
っ
て
培
っ

て
き
た
会
津
地
方
の
歴
史
的
遺
構
や
食
文
化
（
食

材
・
料
理
）、
自
然
の
残
る
美
し
い
風
光
な
ど
と
い
っ

た
、
ま
さ
に
会
津
若
松
市
の
新
市
建
設
計
画
に
あ
っ

た「
会
津
な
ら
で
は
の
誇
れ
る
も
の
」「
他
地
域
に
通

用
す
る
も
の
」ば
か
り
だ
。

　
「
さ
ら
に
広
域
的
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
新
た
な

素
材
の
掘
り
起
こ
し
や
魅
力
の
創
出
、
全
会
津
が

一
つ
と
な
っ
て
誘
客
宣
伝
す
る
こ
と
に
よ
る
連
帯

感
の
向
上
と
観
光
振
興
の
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
ま

す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
全
会
津
を
象
徴
す
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
を
創
出
す
る
の
も
面
白
い
で
し
ょ
う
」（
菅

家
市
長
）

　

ま
た
世
界
遺
産
の
日
光
東
照
宮
を
擁
す
る
日
光

の
地
と
、
東
照
宮
に
祭
ら
れ
て
い
る
徳
川
家
康
の

創
始
し
た
徳
川
幕
府
を
最
後
ま
で
守
ろ
う
と
し
た

会
津
の
地
を
結
ぶ
「
日
光
〜
会
津
観
光
軸
元
気
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
も
、
単

な
る
地
の
利
的
な
意
味
で
の
連
携
以
上
の
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
感
じ
て
し
ま
う
の
は
、
旧
会
津
藩

以
来
の
歴
史
に
培
わ
れ
た
「
武
士
道
の
ふ
る
さ
と
」

と
も
言
う
べ
き
会
津
お
よ
び
会
津
若
松
市
の
ブ
ラ

ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
の
な
せ
る
業
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

極
上
の
会
津
ブ
ラ
ン
ド
と 

サ
ム
ラ
イ
シ
テ
ィ
会
津

　
「
極
上
の
会
津
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
日
光
〜
会
津

観
光
軸
元
気
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
広
域
圏
を

想
定
し
た
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、「
サ

ム
ラ
イ
シ
テ
ィ
会
津
」
は
鶴
ヶ
城
を
中
心
に
築
か
れ

た
城
下
町
・
会
津
若
松
そ
の
も
の
の
魅
力
を
国
内
外

に
発
信
す
る
た
め
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　
「
会
津
若
松
と
い
う
と
幕
末
の
京
都
で
守
護
職
を

務
め
た
松
平
容
保
公
の
徳
川
家
へ
の
忠
誠
心
あ
ふ
れ

る
働
き
ぶ
り
、
さ
ら
に
は
京
都
守
護
職
預
か
り
（
配

下
）
と
な
っ
た
新
選
組
に
つ
な
が
る
イ
メ
ー
ジ
、
戊

辰
戦
争
で
の
鶴
ヶ
城
を
巡
る
攻
防
戦
と
白
虎
隊
の
悲

劇
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
連
想
す
る
人
が
多
い
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

実
際
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
原
風
景
を
求
め
る

観
光
客
の
皆
さ
ん
が
、
外
国
人
も
含
め
て
例
年
、
本

市
に
は
た
く
さ
ん
訪
れ
て
く
だ
さ
い
ま
す
が
、
反
面
、

幕
末
を
中
心
と
し
た
歴
史
遺
産
に
興
味
が
特
化
し
て

集
中
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
国
際
的

に
も
若
者
向
け
に
も
ア
ピ
ー
ル
し
や
す
い
サ
ム
ラ
イ

シ
テ
ィ
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
軸
と
す
る
観

光
戦
略
を
立
て
、
城
下
町
・
会
津
若
松
の
魅
力
を
総

合
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業
を
始
め
た
の
で
す
」（
菅
家
市

長
）

　

会
津
若
松
に
は
鶴
ヶ
城
や
白
虎
隊
の
み
な
ら
ず
、

中
世
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
歴
史
の
中
で
、
強
固

な
武
士
道
の
精
神
文
化
の
背
景
と
し
て
培
っ
て
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
漆
器
、
酒

造
、
自
然
、
食
、
さ
ら
に
は
武
士
の
故
郷
の
末ま
つ
え
い裔
と

し
て
の
会
津
若
松
市
が
持
つ
、
現
代
都
市
と
し
て
の

魅
力
を
も
含
め
た「
会
津
若
松
の
丸
ご
と
の
魅
力
」で

あ
る
。

　

そ
れ
を
国
内
外
に
発
信
す
る
に
際
し
て
の
統
一
イ

メ
ー
ジ
、
そ
れ
が
サ
ム
ラ
イ
シ
テ
ィ
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　
「
サ
ム
ラ
イ
シ
テ
ィ
観
光
戦
略
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

平
成
21
年
の
秋
に
立
案
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
具

体
的
な
事
業
展
開
は
目
下
、
今
後
の
本
格
化
を
待
つ

段
階
だ
が
、
平
成
21
年
11
月
に
は
鶴
ヶ
城
天
守
閣
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
・
お
城
ボ
く
ん
」の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
決
定
。
本
年
１
月
に
は
「
Ｓ
Ａ
Ｍ

Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ　

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」
の
商
標
登
録
も
完
了
し
て

い
る
。

　

今
後
は
平
成
27
年
の
天
守
閣
再
建
50
周
年
に
向
け

た
整
備
へ
の
寄
付
金
募
集
を
通
し
て
、
広
く
全
国
的

な
関
心
を
高
め

つ
つ
、
サ
ム
ラ

イ
シ
テ
ィ
を
統

一
イ
メ
ー
ジ
に

し
た
さ
ま
ざ
ま

な
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
す
る

予
定
だ
。

　

ま
た
商
品
展

開
版
の
会
津
ブ

ラ
ン
ド
づ
く
り
と
し
て
は
、「
會
津
野
彩
」「
会
津
漆

器
」「
会
津
地
鶏
」
な
ど
の
会
津
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と

事
業
展
開
を
多
角
的
に
図
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の

手
法
と
し
て
会
津
ブ
ラ
ン
ド
推
進
委
員
会
と
の
連
携

を
基
軸
と
す
る
企
業
交
流
会
、
地
域
産
品
の
厳
密
な

認
定
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
、
各
種
Ｐ
Ｒ
事
業
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
22
年
２
月
現

在
で
64
の
地
域
産
品
認
定
と
43
事
業
所
の
参
画
が
得

ら
れ
、
経
済
効
果
も
徐
々
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
も
会
津
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
と
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
な
ど
に
加
え
、
い
か
に
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

販
売
展
開
を
実
施
し
て
い
く
か
な
ど
課
題
は
多
い

が
、
今
回
の
取
材
で
飼
育
現
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
会
津
地
鶏
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
と
事
業
と
し
て

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、
す
で
に
歴
史
的
な
高
評
価
を

得
て
い
る
会
津
漆
器
や
、
品
質
の
高
さ
が
全
国
で
注

目
を
集
め
つ
つ
あ
る
會
津
野
彩
と
、
同
様
の
将
来
性

が
感
じ
ら
れ
た
。

　
「
地
鶏
を
標
ぼ
う
す
る
品
種
は
全
国
に
数
多
く
あ

り
ま
す
が
、
会
津
地
鶏
は
４
５
０
年
以
上
の
飼
育
歴

を
誇
る
、
本
物
の
純
系
地
鶏
の
血
筋
を
引
い
て
い

ま
す
。
食
肉
用
の
会
津
地
鶏
の
飼
育
は
平
成
４
年
か

ら
と
ま
だ
歴
史
が
浅
い
も
の
の
、
一
時
は
絶
滅
寸
前

だ
っ
た
純
系
地
鶏
が
見
事
に
復
活
し
た
こ
と
は
、
本

市
に
と
っ
て
も
本
当
に
幸
運
で
し
た
」（
菅
家
市
長
）

　

会
津
ブ
ラ
ン
ド
の
新
た
な
切
り
札
と
し
て
期
待
さ

れ
る
会
津
地
鶏
は
肉
だ
け
で
な
く
、
卵
も
高
級
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
、
現
在
、
近
い
将
来
の
全
国
展
開
を
に

ら
ん
だ
慎
重
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
が
一
方
で
行

わ
れ
て
い
る
。

　

本
物
の
地
鶏
の
血
統
だ
け
が
持
つ
、
会
津
地
鶏
の

上
質
な
肉
の
う
ま
み
と
卵
の
コ
ク
は
、
市
制
１
１
０

周
年
を
迎
え
た
ば
か
り
の
会
津
若
松
市
が
多
角
的
に

展
開
す
る
高
度
に
戦
略
的
、
な
お
か
つ
質
の
高
い
地

域
活
性
化
事
業
全
般
に
通
底
す
る
基
本
理
念
を
象
徴

す
る
か
の
よ
う
に
、
一
頭
地
を
抜
き
ん
出
て
い
る
印

象
で
あ
る
。�

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
）

鶴ヶ城は「武
もののふ

士の郷
さと

」会津若松の精神的支柱

鶴ヶ城をモチーフにした
ゆるキャラ・お城ボくん

（笹川ひろし作）

生産者の共同組織・会津地鶏ネットが飼育する会津
地鶏は福島県のブランド認証産品

城内に甲冑姿のスタッ
フを配する「鶴ヶ城サム
ライ演出事業」

会津ブランドの象徴であり、城下町・会津の歴史と伝統の粋と
もいうべき会津漆器（写真は蒔

ま き え

絵付け）
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